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(1) 
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11 nnnnnnnnnnnn bababbababaa    より 

  42,42 12  nba   2,2 22  ba  ……(答) 

 2
33 422  ba  2

33 2 ba  ……(答) 
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4

5
4 162,162   ba  5

4
5

4 8,8   ba  ……(答) 

 

(2) 

nが奇数のとき 0 nn ba 、 nが偶数のとき 0 nn ba と予想できるので、数学的帰納法で示す。 

2,1n のとき、成立。 

12  kn のとき、 cba kk   1212 と仮定すると 

  cbca kk 42,42 22    cbca kk 2,2 22   022  kk ba  

 2
1212 422 cba kk    2

1212 2 cba kk    01212   kk ba  

したがって、 12,2  kkn においても成立。 

 

上記の議論より、 c の値に関わらず、 
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12 であるから  
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12  ……(答) 


